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【附属機関名称】会議概要 

会 議 名 足立区成年後見制度審査会（令和４年度第２回） 

事 務 局 足立区福祉部高齢者施策推進室高齢福祉課権利擁護推進係 

開催年月日 令和４年 １２月９日（金） 

開 催 時 間 １４時００分 開会 ～ １６時０６分 閉会 

開 催 場 所 千住庁舎 ２階会議室 

出 席 者 

（委員） 

八杖会長、矢頭副会長、大輪委員、髙木委員 

（職員） 

高齢福祉課：宮本課長、笠尾権利擁護推進係長、菊地高齢援護係主査 

障がい福祉課：日吉援護担当課長、 

小川虐待防止・権利擁護担当係長 

甫坂虐待防止・権利擁護担当主任 

障がい福祉センター：高橋所長 

中央本町地域・保健総合支援課：田口精神保健担当係長 

足立区社会福祉協議会：下河邊福祉事業部長、和田地域福祉部長 

山本権利擁護センターあだち課長 

花本基幹地域包括支援センター包括支援課長 

欠 席 者 

福祉管理課：近藤課長 

西部福祉課：高野課長 

高齢福祉課：檜山高齢援護係長 

障がい福祉課：二見障がい施策推進担当係長 

中央本町地域・保健総合支援課：田口課長 

生活保護指導課：星野適正化推進係長 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
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（審議経過） 

○宮本課長 定刻になりましたので、ただ

いまから、令和４年度第２回足立区成年後

見制度審査会を開会いたします。冒頭の進

行を務めさせていただきます、高齢福祉課

長の事務を取り扱っております高齢者施策

推進室長の宮本です。よろしくお願いいた

します。 

 本日は、大変お忙しいところお集まりを

いただきまして、ありがとうございます。 

 審議に先立ちまして、資料を確認いたし

ます。本日の資料は、全て一まとめにして

席上に配付させていただいております。内

訳は次のとおりでございます。１点目、次

第。２つ目、名簿。３つ目、席次表。４つ

目が議事資料で、１ページから２３ページ

までございます。 

 不足している資料がありましたら、事務

局がお持ちいたします。よろしいでしょう

か。 

 それでは、議事のほうに入っていきたい

と思いますが、まず、本日の委員数を報告

させていただきます。委員定数４名のとこ

ろ、出席委員数４名で過半数に達しており

ますので、条例第６条第２項に基づき、本

日の審査会が成立していることを報告させ

ていただきます。 

 なお、議事録作成のため、本日の審査会

は録音させていただきます。御了承くださ

い。 

 また、発言の際には、最初にお名前を述

べてから発言をお願いいたします。御協力

のほど、よろしくお願いいたします。 

 これ以降の進行は、八杖会長にお願いい

たします。 

○八杖会長 皆さん、こんにちは。今日

は、場所が千住庁舎ということでちょっと

新鮮な気持ちで進めたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いします。この間も、

いろいろ動きがたくさんあるようですの

で、我々も大変楽しみに御報告を伺いたい

と思っております。 

 議事資料はお手元にあります議題が今日

は４つございます。順番に進めてまいりた

いと思いますので、まず、令和４年度成年

後見制度利用促進事業の上半期の実施結果

について、御報告をお願いいたします。 

○笠尾権利擁護推進係長 高齢福祉課の権

利擁護推進係長の笠尾です。資料のほう

は、まず、１ページを御覧ください。横版

になっていますので、ちょっと回転させて

いただいて御覧いただきたいのですが。 

 こちらの表は、第１回目の審査会でも提

示させていただきました、年間のスケジュ

ールをまとめた表になってございます。こ

こまでの状況ですけれど、おおむねこの表

のとおり、予定どおり実施できている状況

ですけれども、やはり一部コロナの影響で

延期、中止になっているものもございま

す。 

 目立っている部分としては、一番左端の

困難事例検討会。これは、通常だと月１回

の開催という予定を当初はしていたのです

が、５月とか６月、８月については、１回

ではちょっと追いつかないということで、

２回ずつ開催という形になっています。後

ほど、具体的な数字のところでも御説明差

し上げますけれども、それだけ、対象とな

る案件が、上半期は非常に多く上がってい

るという状況でございます。 

 この表の中には、高齢だけじゃなく、知

的障がい、精神障がいの表も混ぜて提示し

てございますので、そちらのほうにつきま

しては、別途、各担当から後ほど説明をさ

せていただきたいと思っています。よろし

くお願いします。 
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 それではページをめくりまして、２ペー

ジです。同じく横版の表でございます。こ

ちらは、令和２年度から４年度の上半期ま

での区長申立審査会で審査検討した件数の

推移ということになっています。大まかに

４段の表になっていますが、一番上は高齢

者、次が知的障がい者、その次は精神障が

い者です。一番下が、その３つの表を合計

した全体の表となっています。 

 年間の合計数は、右から２番目の列で

す。年合計と書いてある、そちらの欄に表

示してございます。例えば、１番上の高齢

者の表で御覧いただきますと、合計数が、

令和２年度には６３件。翌年度は４９件。

今年度は、まだ上半期しか終わっていませ

んので、これはそこまでの集計になります

が、３２件と表示されています。 

 一番右の列は、生活保護の受給者の数を

示したものです。この表で今の部分でいき

ますと、高齢者３２件の中に、生活保護を

受給されている方が５名いらっしゃいまし

たという見方でございます。 

 では、一番下の合計の表を御覧いただき

たいのですが、合計数、全体の合計として

は、令和２年度は７４件、翌年度は５８

件、今年度は上半期までで４２件という数

字になっています。単純にこの４２を２倍

するということになると８４件となります

ので、この数字だけを見る分には、増加傾

向にあると言えると考えています。 

 しかしながら、高齢者の表の中ほどにあ

る上半期の合計という欄があるのですけれ

ども、その欄を御覧いただきたいのです

が、令和２年度は３１件、令和３年度は１

６件、今年度は３２件ということで、ここ

だけ見ると増加したというよりは、元に戻

ったという感じです。表全体を見ると分か

るのですが、なぜか今言った１６件とい

う、令和３年度の上半期のところだけが、

がくんと数字が落ちたという結果が、この

表から見て取れます。 

 そうは言いましても、先ほど、全体の数

は増えていますという御説明をさせていた

だきましたので、そうしますと増えた数字

が、どこから生じたのかと言いますと、こ

れは２段目の知的障がい者と、３段目の精

神障がい者のところに、ちょっと差が出て

います。 

 上半期の数だけで同じように比較する

と、知的障がいのほうは、令和２年度が４

件。それで今年度は７件ですね。４件が７

件になったという増え方です。同じく精神

障がいのほうを見ると、令和２年度は１件

が、今年は３件という形に、上半期ベース

ですけれども、共に増えている。以上のこ

とから、今年度については、高齢者は例年

並みというか、２年前の数字に戻ったとい

う状況ですけれども、知的障がい者と精神

障がい者の数が伸びてきているということ

が、言えるのはないかなと考えています。

この表については以上です。 

 引き続きまして、３ページの表を御覧く

ださい。この３ページの表は、今、申し上

げた件数のうち、その話がどこから発見さ

れてきたのかというようなことを、大まか

に左側の１４分類に分けたものとして集計

を取ったものでございます。その件数に対

する全体の割合が、どれくらいかというこ

とも示しております。今年度については、

総数が４２件ということで少ないので、直

接比べるのはちょっと乱暴かもしれないの

ですけれども、全体的な大まかな傾向で見

ると、ほぼ横ばいというような状況かと思

われます。あえて特徴を申し上げると、中

ほどの本人とか親族の数については、若干

落ちてきているのかなということが読み取
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れるのですが、それに比較しまして、その

下の介護・障がい施設というものが２３.

８％ということで、これだけを取ってみる

と、１０.８％、１３.８％の流れで、こっ

ちは２３.８％ということで、ずっと右肩上

がりに伸びてきているなということです

ね。これは先ほど申し上げた、知的・精神

は増えていますよというものの、増えたの

を裏づけするような形になっております。

この表については、以上です。 

 引き続きまして、４ページを御覧くださ

い。４ページのほうは、高齢福祉課の権利

擁護推進係で、電話とか窓口の対応をして

いるのですけれども、その相談者とか、相

談の内容の内訳を示した表になっておりま

す。これは、今年度からこういう形で統計

情報として取っております。 

 改めて、この上半期を振り返ってみます

と、６か月間で１１０件ということで、思

ったよりもちょっと多いというような印象

でございます。それで内訳はどうかと思い

ますと、相談者としては、４分の１に当た

るぐらいの数が、後見人さんからのお問合

せとか、御相談でした。それに次ぐのは、

本人、親族で、この表では別々にカウント

してございますけれども、足すと、これも

おおよそ２５％ぐらいで、本人、親族も後

見人さんと同じぐらいの４分の１ぐらいの

割合を占めているのかなと考えられます。 

 下の③の内容の分布状況を見ますと、こ

れは助成制度に関することが、およそ３

２％で一番多かったです。次いで、成年後

見制度の約１９％、後見手続１４％と続く

形になっております。この中に、エンディ

ングノートとか、足立区民後見人に関する

お問合わせも受けていました。 

 こういう状況を、上半期を改めて振り返

ってみて、権利擁護推進係としては、一番

この表でお問合せが多いという、現在の助

成制度、報酬助成と審判助成、この２つに

関する情報の開示が、ちょっと不足してい

るのかなということもございますので、こ

の辺をホームページで、例えば、Ｑ＆Ａを

載せるとかいう形にして、より情報量の拡

大を図っていこうということで、今、ホー

ムページの改善を検討しているところで

す。 

 以上について、私の上半期の実施状況の

説明については終わらせていただきます。 

 引き続いて、権利擁護センターあだちか

ら、説明をさせていただきます。 

○山本権利擁護センターあだち課長 権利

擁護センターあだちの山本です。お手元資

料の５ページ以降、私のほうで説明をさせ

ていただきたいと思います。成年後見制度

の相談窓口ということで、これは毎年度相

談受付状況の統計を取っておりますもの

の、令和４年度上半期分ということで、資

料には出させていただいています。 

 まず、一番上の成年後見制度全般に関す

る御相談ということでいいますと、９月ま

でで８５４件ということで、この資料の中

にはちょっとございませんが、昨年度１年

間における成年後見制度の相談受付件数と

いうのが、１,５７０件という数字でしたの

で、それと比較すると、昨年度から若干微

増かなというような状況となっています。 

 あとは、こちらのほうで申立支援をした

ような方なんかの数字は、こちらの表のと

おりとなっています。これも昨年とほぼ同

等の形となっています。 

 この中の下から３つ目の相続・遺言とい

うところが、昨年度は１３２件、年間であ

ったものに対して、今回は上半期でもう既

に１０３件ということで、ここが割と割合

としては増えている傾向にあるということ
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で、相談が入っている状況です。 

 ２番目の、５ページの一番下のほうにあ

ります、地域福祉権利擁護事業からの成年

後見制度への移行件数ということですが、

昨年は年間で２件だったものに対して、今

年度は上半期で３件が移行しているような

状況です。内訳は、後見１件、補佐２件と

いうことでやっています。ちなみに今回、

この後見１件というものについては、いず

れ区民後見人へのリレーを視野に入れた、

法人後見として受任したケースとなってい

ます。 

 続きまして６ページ以降、行事、研修と

か相談会の実施状況について、簡単に御報

告をしたいと思っています。 

 相談会の実施ということで、（１）と

（２）月に１回２枠設けまして、弁護士の

相談については、毎月の第１火曜日、それ

から、司法書士の相談会については、第３

水曜日ということで、２枠を上限として、

毎月実施しているところです。２枠埋まる

月もあれば、お申し込みをいただいていた

けれども、直前でキャンセルになったとい

うことでゼロ件となっている月もあるよう

なところで、全くないということではな

く、その月によって相談は適宜入っている

ような状況となっています。 

 それから３番目、これも例年行っており

ますリーガル・サポートとの共同開催とい

うことで行いました、成年後見遺言相続無

料相談会ということで行いました。今年も

２４枠、丸々１日かけてお申し込みを満席

いただいておりまして、当日は１組キャン

セルがあった関係で２３組の御参加という

ことになっています。 

 次の７ページをおめくりいただきまし

て、成年後見制度に関する研修会の実施と

いうことで、これも毎年行っておりますケ

アマネジャー向けの研修会を、今年もちょ

っとコロナの、特に８月の時期はかなり第

７波が猛威を振るっていた時期にもなって

いましたので、対面ではなく、撮影した動

画を視聴いただくという形で実施をしてお

ります。 

 それから、親族向けの講座ということ

で、今年度は、ぱあとなあ東京の方に御協

力いただいて、知的障がいのある方のため

の成年後見制度の活用講座というテーマ

で、させていただいています。ちょうど昨

年度末、成年後見連絡会のほうで、こちら

に今回の講師をお願いした伊藤さんに、後

見人連絡会の中でもお話しいただいた流れ

もあって、今回は御親族向けにお話をいた

だくということで、伊藤さんに全体の講師

をしていただきまして、前半の１時間で講

義をしていただいた後、残り１時間で、そ

の下に書いてあるお三方の社会福祉士さん

に御協力いただいて、個別相談という形

で、１枠２０分程度なのですけれども、そ

のまま講義をお聞きいただいて、個別に御

相談されたい方は、どうぞお残りください

ということで、御協力いただきながらやり

ましたということです。 

 昨年も、この親族向けの講座をやったと

ころだったのですが、昨年はたしか１０人

ぐらいの御参加だったのですが、今回はテ

ーマが、知的障がいというふうに絞って開

催した結果か、そこにピンポイントにいら

っしゃる方が結構多くて、中には、まだお

子さんが１０歳で、将来的にこの制度を活

用していこうと考えているのだけれども、

まず、どういうものなのか、どういう入り

口なのかということを聞いてみたいという

ことで、御参加された方もいらっしゃいま

した。 

 ５番目につきましては、権利擁護センタ
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ーへの出前講座の依頼だとか、視察対応の

ケースとなっています。 

 続きまして、８ページを御覧いただきま

して、この６番の窓口職員向け研修の開催

については、今後予定している研修という

ことで、また後ほど、ちょっとお話をした

いと思います。 

 ７番目、後見人連絡会については、昨年

度は、先ほども申し上げたとおり知的の障

がいをということのテーマでやったのです

が、今年度１回目については、こちらもぱ

あとなあ東京の社会福祉士の酒入さんとい

う方をお呼びして、精神障がいを持つ方の

成年後見制度利用支援についてということ

で、お話をいただいています。 

 それから８番目、区民後見人の養成とい

うことで、ごめんなさい、これは令和３年

度に公募で、令和４年度から養成開始とい

う形で、ちょっと訂正をお願いしたいと思

います。 

 昨年度末に公募した結果、対象となる養

成者の方が２名の方ということで、その２

名の方に対して、今年の８月から、まずは

座学研修ということで、全７回、成年後見

制度の理念というところから始めて、対象

となる方々、制度を利用される方の対象

像、それから、後見人の実際の実務につい

てということで、研修を受講していただい

ています。今のところ、お二方ともスムー

ズに順調に受講されていて、この１１月か

らは、地域福祉権利擁護事業の、次の９ペ

ージのほうにもあります実務研修、地域福

祉養護事業の生活支援員ということで、実

務に就いていただいています。 

 実は、この２名の養成の方のうちのお一

人が、もともと生活支援の活動を既になさ

っている方ということなので、その方につ

いては引き続き、もう一方については、新

しく生活支援員としての活動を、この１１

月から、もう既にお願いするケースは決ま

っておりまして、顔合わせの訪問を、今、

進めているようなところです。 

 それから９番目、法人後見監督の受任に

ついてということで、こちらは今年度につ

いては、新規で監督開始となったケースは

ありません。ですが１件、監督終了という

ことで、今現状では、６件の法人の後見監

督ということで、受任をしている状況で

す。 

 本来、これも載せたほうがよかったのか

なと、法人後見の受任の件数が、ちょっと

ここには記載が、申し訳ありませんが漏れ

てしまっているところがあって、法人後見

については、昨年度末は３件のところ、今

年度、新規で１件受任をいたしまして、今

現状は４件受任をしているところです。 

 もともとお話が出ていた、法人後見支援

員という形で、いずれ区民後見人へリレー

していくことを目的とした支援員の活動

を、今受任している４件のうち２件、今は

進めているところでございます。今、４件

の法人後見の受任なのですけれども、この

年度末ぐらいにかけて、もう１件、新規で

今、受任をしていこうかということで調整

は図っているところです。 

 それから、１０番目、区民後見人のメン

バーの交流会ということで、今年のまず第

１回目、上半期分ということで、他の地域

の活動状況を知ろうということで、お隣、

墨田区の市民後見人の方と社協の方に来て

いただいて、ちょっとほかの地域では、ど

んな活動をしているのだろうかということ

で、お話をいただきました。 

 権利擁護センターの最後のページとし

て、１０ページです。緊急事務管理、これ

は区長申立のケースにおいて、財産の保全
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等と含めた対応が必要なケースに対してや

るということで、権利擁護センターで事務

管理を行っています。後見人が選任される

までの事務管理ということで行っています

が、結構、上半期にどっと事務管理の依頼

が来まして、４月に４件、６月に６件、７

月に５件ということで、後見人さんが選任

されるまでの期間限定の支援ということ

で、させていただいているところです。実

績は、表のとおりとなっています。 

 これも、参考までにということで、高齢

者あんしん生活支援事業、老い支度に関す

る事業を載せておりますが、これも昨年の

新規契約件数は、年間で８件だったとこ

ろ、上半期で今年度は５件ということで推

移をしているところです。 

 今後の予定のところは、御覧いただけれ

ばというところなのですが、１つ目が年明

け１発目ということで、貢献活動メンバー

の交流会を予定しています。それから、窓

口職員向けの研修ということで、これは、

権利擁護センター顧問弁護士の森川先生に

お話をいただく予定としています。２月に

入って、昨年度はちょっとできなかったの

ですが、包括職員向けの研修ということ

で、今、予定をしているところです。ちょ

っと内容等は、今調整中となっておりま

す。今後、年度内はこんな予定を残して権

利擁護センターの業務を、今、行っている

ところです。 

 権利擁護センターの山本からは、以上と

なります。 

○笠尾権利擁護推進係長 引き続いて、資

料はちょっとないのですが、知的と精神の

状況についても、それぞれの担当から説明

をさせます。知的の小川係長、よろしいで

すか。 

○小川虐待防止・権利擁護担当係長 障が

い福祉課虐待防止・権利擁護担当の小川で

ございます。資料は特につけてはいないの

ですが、今年度も、小規模講座ということ

で、いろいろ予定してやろうと思っていた

ところなのですが、ページでいいますと、

２ページのところに小規模講座ということ

で、知的障がいの部門のところで４つぐら

い書いてあるのですが、１個目の各援護係

向けのやつはできたのですけれども、それ

以外の民間の施設、それから障がい福祉セ

ンターあしすと、それから、あいのわ、こ

れが、やはりちょっとコロナの関係もあっ

て、開催できていないというのがありま

す。ただ、それこそあと３か月ぐらいです

が、隙あらば何とかやろうというふうな形

で企画はしております。特にあいのわのほ

うは、矢頭先生にお世話になる予定なので

すが、もうほぼほぼ出来上がっていて、日

にちだけ変えればすぐに開催できるよう

な、オンラインも含めてやる予定でありま

すので、できれば、これはやっていきたい

なと考えているところです。 

 それから、区長申立の部分で、今年度は

案件が増えてきているなというのがありま

す。９月の時点で７件ということなのです

が、１０月、１１月も一、二件ありました

ので、年間でいうと、恐らく１０件は行く

のかなと考えているところです。１件を除

けば、やはり施設からの依頼が多くて、い

わゆる保護者的に関わってくださる方がい

なくなって何とかしてくださいとか、ある

いは、これは今後かける予定のものですけ

れども、病院に入院していらっしゃって、

家族が誰もやっていただけないので、施設

入所に当たり後見人をつけてほしいという

ような、そういう相談とかも、やはり施設

絡みのやつが増えてきているなと。これは

数年前から、ある程度、予測できたこと
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で、親御さんの高齢化が、やはり原因にな

ってきている。これは予測していました

し、それから、地域の部分でもやはり少し

ずつ出てきているかなと。今年度の一番初

めに上がってきた案件は、やはり、お父さ

んと御本人が２人暮らしのところで、お父

さんが亡くなって見つかったと。そこで後

見制度の利用ということで、そういうの

が、やはり地域のほうも少しずつ増えてく

るだろうなということは、予測できるとこ

ろです。できるだけ適切に相談に乗りなが

ら、進めていかなければいけないと思って

います。 

 内外、足立区役所の中の成年後見制度利

用の促進もそうですし、やはり民間向けに

もいろいろ協力しながら、やっていかなく

てはいけないと考えています。できるだけ

細かくやっていこうと考えているところで

す。 

 私からは、以上です。 

○笠尾権利擁護推進係長 では、引き続き

まして、精神の関係について、担当の田口

係長お願いします。 

○田口精神保健担当係長 中央本町地域・

保険総合支援課精神保健係、田口です。よ

ろしくお願いいたします。 

 １ページの表の一番右側に精神障がいの

部分の日にちの数字と、開催場所、団体名

が書いてあります。 

 まず、小規模講座ですけれども、２つ実

施できています。１０月１６日にさくら会

という、高次脳機能障がいで精神保健福祉

の手帳を持っています。さくら会さんは、

数年前に１度、成年後見の講座を受けたと

お聞きしたのですけど、しばらく受けてい

なくて、もう一回勉強したいとお聞きしま

したので、企画させていただきました。参

加の方は１３人いらっしゃいまして、講師

の先生は、権利擁護センターぱあとなあ東

京の長島明子先生という、社会福祉士の先

生に来ていただきまして、事例を通しなが

ら、すごく分かりやすくお話しいただきま

して、とても好評な講座でございました。 

 あともう一つは、昨年度も行いました

が、１１月３０日にふれんどりぃという竹

ノ塚にある精神の当事者の方が利用する地

域活動支援センターで、１つの講座とし

て、開催させていただきました。昨年度も

開催したのですけれども、今年度は参加が

５人といって少なかったです。２０人定員

でとしたのですけれども、やはりコロナの

こともあってか少なかったです。しかし、

ゆっくり話を聞けてよかったという言葉も

ありました。それから、普段ふれんどりぃ

さんでは、いろんなプログラムをやってい

ますが、ラジオ体操であったり、それから

何かを作る工作のようなプログラムもある

のですが、こういう勉強する会、プログラ

ムというのを、少ないながらもときどき入

れていただいています。普段の楽しみのプ

ログラムでは参加されない方が、わざわざ

応募くださったということを聞いています

ので、まだ成年後見のこの講座とか、情報

について知りたい方がいらっしゃるのだな

というところが分かりましたので、当事者

向けにまた来年度もできればと思っており

ます。 

 それから、１ページの一番右側は保健師

向け講座です。７月１１日に開催しまし

た。昨年度も計画していましたが、コロナ

がとても拡大したために、保健師が感染症

対応で、実施ができなかったので、今年は

ぜひということで早々に開催しました。な

かなか難しい微妙な時期ではあったのです

けれども、ここでやらなければ、またもし

かしたら増えてしまうかもしれないと実施
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させていただきました。出席者は１４人で

５か所の保健センターから少しずつ出てき

てもらいまして、改めて、保健師が関わる

手続とか、こういう方に成年後見を使って

ほしい事例も入れていただきながら、権利

擁護センターの職員さんに、学ばせていた

だきました。 

 精神のほうは、資料の２ページ目に、先

ほど、笠尾係長から、少し件数が増えてき

ているという話もありましたが、確かに令

和３年度の後半から令和４年度にかけて、

件数が上がってきています。今、相談のほ

うも、また１件入ってきていますので、も

う少しプラスになるかなと思います。なぜ

ここでというのは、ちょっと私のほうでは

分析が難しいですけれども、この件数の中

でちょっと目立ったのは、病院さんから、

長期入院されている方で預金がたまってし

まって、使い道といいますか、御本人のお

金の管理。それから、今後はどこにこの方

たちをつないだらいいのかという御相談も

ぜひしたいという、病院さんからの相談が

立て続けにあったように思っております。 

 ですので、成年後見の制度の話を、どう

いうふうにしたらいいのか、病院さんは今

後必要なのか。あるいは、相談支援事業所

は知っているのか。と担当として思ってお

ります。来年度に少し拡大ができるように

検討していきたいと思っています。ありが

とうございます。 

○笠尾権利擁護推進係長 議題１について

の御報告は以上で終了いたします。 

○八杖会長 ありがとうございました。形

式的な話ですが、今は本当に知的と精神は

充実した御報告をいただいたと思いますの

で、できれば、資料をきちんとつけていた

だけると、お忙しいと思いますけれど、大

変ありがたいと思いました。次回からは、

ちょっとよろしくお願いします。 

 今、たくさんの御報告をいただき、大変

盛りだくさんで、この報告に対する質問だ

けでも、何か１日が終わってしまいそうな

気がしますけれど、先生方のほうで何か御

質問等があったらお願いできますでしょう

か。 

○矢頭副会長 よろしいですか。 

○八杖会長 矢頭さん、お願いします。 

○矢頭副会長 矢頭です。すみません。感

想としては、いろいろ事業をなされてい

て、それがボディーブローのように効い

て、じわじわとこの成年後見制度が周知さ

れ、そしてその利用が高まっていくとい

う、件数も増えつつあるように感じている

ので、継続してやっていけたらいいなと。

また、より一層の充実を図っていけたらい

いなと感じた次第です。 

 ちょっと質問なのですが、今さらなので

すけど、３ページのところの区長申立審査

案件発見のきっかけ、これは何をもって発

見というふうに捉えていらっしゃるのかな

のですが、たしか以前質問したときに、区

長申立審査会で諮ると。それのルートとし

ては、地域包括で集約されて、それが区に

上がってというような御説明だったかと思

うのですけれども。この「発見」という事

実が、例えば、誰も関与していない方が、

例えばここでいうと警察が、地域包括に通

報した。そして、そのルートが上がってい

って、区長申立審査会に上がったと。その

きっかけが警察だったと。これが典型的な

例だと思うのですけれども。例えば、その

ルート以外から横入りするような場面とい

うようなもので、例えば、これは審査会に

上げたほうがいいのではないのかという、

正式ルートじゃないようなルートから上が

っていったというような場合もあり得るの
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か。 

 つまり何が言いたいかというと、そのル

ートを正確に守っていかないといけないの

か、もしくは、例えば地域包括で検討し、

そして審査会に上がっていくという正規の

手続、プロセスではなく、もうどんと区の

ほうにそういった通報、もしくは情報提供

等がなされていくということ、そういった

例もあるのかどうかについて、ちょっとお

伺いしたいのですけど。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の笠尾です。この件は、やはり非常に判

断に迷うところですね。私は５月から成年

後見事業の担当になったときに、過去のデ

ータとしては、分析されているものはほと

んどなかったです。ただ、個別の記録を読

むと、そこまでの流れがみんな書いてある

のですね。どういう経緯で、この審査会に

至ったということが、全てのケースは書い

てあるのですけれども、それをジャンルご

とに統計を取ったような資料が何もなかっ

たのです。私が来たときに、じゃあ、みん

な包括とか、援護係とかが関わって一生懸

命やっていますけれども、事の発端はどこ

なのというところが知りたかったのです。

それはやはりネットワークを広めるのに、

どこをやったらいいのかというものを探る

きっかけにもなると思ったのです。ですか

ら、これは申立てのルートを守っていると

かってそういうことじゃなくて、単純に一

つ一つのケースの発見のきっかけがどこだ

ったのかということで、私なりのルールを

つくって、過去に遡って統計を集めたもの

が、この数字になっています。 

 具体的なやり方としては、いろいろなパ

ターンがあると思うのです。さっき、矢頭

先生が言われたとおり、警察から来たり

や、病院から来たりとかっていうのが多い

のですけれども、包括のほうには、早くか

ら連絡が入っているけれども、なかなか申

立てには至らないというようなものも、当

然あるわけですね。そういう何か知らない

けど、波があるのですよね。ちょっと何か

問題があるけど、申立てには至らないで、

そのうちまた落ち着いちゃってという、こ

ういうのを繰り返していっているようなの

ですね、大体の傾向が。そのときに、最後

の波の発端がどこだったのという捉え方で

す。 

○矢頭副会長 最後の波。 

○笠尾権利擁護推進係長 はい。その考え

方で、統計を取っています。 

○矢頭副会長 なるほど。 

○笠尾権利擁護推進係長 よろしいでしょ

うか。 

○矢頭副会長 分かりました。ありがとう

ございました。 

○八杖会長 ほかはいかがでしょうか。 

 私からちょっと形式的な話をいろいろさ

せていただきたいと思いますけど、まず今

回、例えば、権利擁護センターさんから御

報告があった内容というのは、これは中核

機関として実施しているということになる

のか、それとも中核機関とは別に委託をさ

れていて、その委託の事業として実施され

ているということになるのか。その点、中

核機関ができて、いろいろ役割分担のこと

が、ずっとこれまでお話があったかと思い

ますけれど、ちょっと不明確かなと思った

のですけど、その辺はどう理解したらよろ

しいのか、ちょっと教えてください。 

○山本権利擁護センターあだち課長 そう

ですね。中核機関の業務を、委託を受けて

今はやっているという状況になりまして、

推進係と権利擁護センターとで、合わせて

中核機関という位置づけにはなっているの
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で、その部分の相談機能だったり、普及啓

発広報機能の部分を、主に権利擁護センタ

ーの委託の中に入っていますので、その中

で、こういった研修会とか、相談会の実施

をしたりとか、あとは日々の相談受付の対

応をしているというところで、中核機関の

業務の委託に基づいてやっているという。 

○八杖会長 ありがとうございます。ちょ

っとそれで分かりやすくなったと思います

けれど、従来、同じ事業をしていたと思う

のですけど、それは中核機関として実施し

たわけじゃなくて、委託されて……。 

○山本権利擁護センターあだち課長 そう

ですね。 

○八杖会長 同じ委託でも権利擁護センタ

ーとしての。 

○山本権利擁護センターあだち課長 その

ときは、もしかしたら推進機関という感じ

にだと思います。 

○八杖会長 推進機関ですね。それが中核

機関で、自治体と一体で活動していくとい

うことになって、その実施の御報告という

ことでよかったのですね。 

○山本権利擁護センターあだち課長 そう

です。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 それから、様々な取組をしていただいて

おるのですが、議題２番で話題になる課題

と目標、これとの紐づけ関係というのは、

意識した実施になっているのか。何か今ま

では同じことをやっても、特に目標とかし

ても、課題としても整理がされていなかっ

たので、総花的に御報告いただいていたと

思います。今回は、議題２番のようにきれ

いに整理をいただくということがあったの

で、この目標・課題について、ご報告いた

だいた企画と紐づけということは可能なの

ですか。もし可能であれば、そうしていた

だいたほうが、どの課題にこういった取組

が関係しているというのが分かって、非常

に進めるほうも、聞かせていただくほう

も、よく分かるのかなとは思っておるので

すけれど。その点は、まずは笠尾さんから

お聞きしたいですね。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長ですけど、次のところでも説明をいたし

ますけれども、結果的に１つのところに集

約されてくるような形になると思うので

す。ただ、個々の事業で見ていくと、どっ

ちに属する問題なのかというのが、結構難

しい、ボーダレスなものが多いので、きち

んと分類できれば、それはそれでいいかと

思うのですけれども、現実的には、複数の

いろんなところに関わっているものが多い

のかなというのが、今までやっていたこと

の実感ではあります。 

○八杖会長 そこは、複数書いていただい

てもいいのではないですかね。１つの課題

ごとに同じ事業が何か所も出てくるという

ような形で御整理いただいてもいいのでは

ないのかなと、ちょっと思いました。 

 紐づけの点を思ったのは、いろんなとこ

ろで、中核機関で御対応されている問合

せ、相談について、親族後見人さんからの

問合せというのが結構あるなというふうに

思いますし、あるいは、後見人の連絡会に

親族後見人が入っているのかなというのが

気になったりしますし、また、さっきの知

的の方のぱあとなあ東京の活用講座のとき

に、親族後見人さんの方もいらっしゃって

いるのかなとか、親族後見人向けの企画と

してやっていることがいろいろありそうだ

なと思ったのですけれど、それが何かばら

ばらばらってなっていて、もう少し親族後

見人向けでこのような企画を進めていると

いうのが出てくると、非常によいのではな
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いかなと、ちょっと思った次第です。 

○山本権利擁護センターあだち課長 現状

のところ、後見人連絡会での親族後見人

は、今のところは入っていないです。講座

のほうについても、既に親族として後見人

をなさっている方と、あと、これから予定

をしている方というような形で、広く一般

の方向けにというところでやっているもの

になるので、あまり親族後見人に特化した

形での取組というのは、今のところは体系

的には、まだできていない状況ではありま

す。そこは、今後検討していきたいと思い

ます。 

○八杖会長 あとは何でしょう。発見のき

っかけとか、相談者とか、いろいろな機関

からが書かれているのですけど、結構ばら

ばらで、統一がされていないように思うの

ですね。ですからそこは、もしかしたらホ

ーマットを統一して「警察」とか、「病

院」とかにしていただけると、何か見えて

くることがあるのかなとかも思ったりもし

ました。形式的な話ばかりで大変申し訳ご

ざいませんが、そんなことがちょっと気に

なりました。 

 ほかはいかがでしょうか。では、次の議

題の２つ目のところも関係してくると思い

ますので、今の多分、各企画というのが、

この議題２の「課題と目標」というところ

と関連してくると思いますので、先に「課

題と目標」の御説明をいただいてから、ま

た改めて御意見、御質問等を受け付けたい

と思います。 

 では、議題２番に、まず先に進めるとい

うことにしたいと思いますので、それも笠

尾係長、お願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の笠尾です。資料は１１ページからにな

っております。 

 この課題と目標については、前回の制度

審査会でお示しして、議論いただいたとこ

ろでございます。その前回の会議で、位置

づけをどうしていくのですかというような

お話が出て、今後検討していきますという

お話をさせていただいたと思いましたの

で、初めにその話をちょっと簡単にさせて

いただきたいのですけれども、その前に、

この成年後見制度の周知とか利用促進とか

推進機関の運営等についての計画というの

が、足立区では、高齢者保健福祉計画の中

に位置づけられていて、その中で指標を定

めて、経過をずっと区のほうに報告をして

いるというふうな形になっています。これ

はずっと前からの、多分御説明の繰り返し

になってしまうかもしれないのですけれど

も、そういう位置づけになっております。 

 高齢者保健福祉計画というものなのです

けれども、これは区の介護保険事業計画と

併せて作成されているもので、３年ごとに

作成することが義務づけられているもので

す。現在、３年ごとなので、第８期という

計画の途中なのですけれども、これは令和

３年度から令和５年度にわたる、３か年度

の計画になっていて、今年がちょうどその

中間の年になっております。 

 それに加えて、ちょっと中核機関に位置

づけられている当係と、権利擁護センター

あだちさんが、現在はちょっと別々の場所

で活動しているという形なのですけれど

も、令和６年度には、これを組織改正し

て、同じ場所に移そうかというような予定

が、現在ございます。そういう状況を踏ま

えてどうしようかということで、内部でい

ろいろ検討させていただいたのですけれど

も、ちょっと現段階では、体制的に未確定

な部分が多いということもあって、現状で

は、この課題と目標については、内部の実
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施計画として位置づけて、当面やっていこ

うということが、前回の議題になっていた

ことに対する回答でございます。 

 内容については、前回少し見直してくだ

さいという話もありましたので、内部で見

直すとともに、八杖先生にも御確認いただ

いたりしながら、修正・追加をしたものに

なっていまして、今日お持ちして、提示さ

せていただいた資料の中には、その中で実

施したものについて、ちょっと網かけと印

をつけさせていただいております。進捗状

況が分かりやすくなるように、対策案の欄

に、実施したものについては黒丸が入って

います。実施中のものが白丸。三角がつい

ているのは計画中ということで、これから

やっていこうというような位置づけになっ

てございます。 

 実際にやってきたことについて、一つ一

つ御説明をさせていただきたいのですが、

ちょっとページが飛ぶのですけれど、１２

ページの下のほうに、２チーム（※優先課

題）というものがありまして、これは前回

も優先課題ということで、提示させていた

だいたものでございます。これから初めに

説明させていただきたいのですが。 

 これについては、チームがやっぱり、こ

の成年後見制度の推進に当たって一番重要

だということを痛感しておりまして、その

対策案として出されていたのが、やはり研

修の話とか、支援者と後見人の意見交換の

実施ということでございましたので、これ

を、前回のネットワーク協議会に支援関係

者を代表して、ケアマネジャーさんと地域

包括センターの代表の方を１人ずつお呼び

して、その場で意見交換をさせていただき

ました。そこで、これは後から説明するの

ですけど、アンケートの結果を踏まえて、

それを土台にしていろんな意見交換をさせ

ていただきました。それとともに、研修に

ついては、引き続きやっているところです

ので、この２つについて実施しましたとい

うことになっています。 

 ページをめくって、１３ページにわたっ

て、ちょっと三角が入っていますけれど

も、そちらのほうについては、今までに出

された意見の中から、中核機関が、チーム

の形成や引継ぎ内容を確認していかなけれ

ば駄目なのではないかということと、バッ

ク体制の明確化ということですね。これに

ついては、今、進めていこうというような

段階を考えているところです。これが、全

ての課題と目標の中で一番、私たちが今現

在やりたいことになっていますので、取り

あえず、これを推進してやっていくという

ことで、一番先に説明をさせていただきま

した。 

 そのほか、また順次、説明していきます

けれども、やっていることとしましては、

１ページ戻って１１ページの中ほどにある

広報の部分では、任意後見のＰＲを兼ねた

共通の周知媒体ということで、これも後ほ

ど説明しようと思ったのですけど、エンデ

ィングノートは、今現在リニューアルとい

うことで、区のものを新しいものを作成し

ようということになっておりますので、そ

こに成年後見関係の周知を盛り込むことを

考えてやっております。 

 助成制度の周知の強化につきましては、

これは今、ホームページをリニューアルし

ているところでございます。小規模講座の

ところについては、引き続きやってござい

ますので、これも黒丸ということで入れさ

せていただいています。 

 次、１２ページで、区民後見人のことに

つきましては、リレーによる受任件数を増

やすということで、これは引き続き現在も
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リレーに限らず、前回の審査会では、もう

初めから区民後見人で大丈夫じゃないのか

というような案件も出ていますので、これ

はリレーに限らず、どんどん増やしていく

ということを実際にやってございますの

で、実施という形で位置づけさせていただ

きます。 

 その次の法人後見支援員の導入について

も、もう導入してやろうとするところでご

ざいますので、黒丸ということでさせてい

ただいております。 

 １３ページの上のほう、協議会につきま

しても、これは先ほど申し上げたとおり

に、前回は協力委員という形でケアマネさ

んと、地域包括の代表の方をお呼びしてや

っておりますので、黒丸ということです。 

 電子メールの活用につきましても、一

応、決められたフォーマットを作って、も

う何かあったら委員の中で自由にやり取り

しましょうということで、体制を組ませて

いただいていますので、実施という形で入

れさせていただいております。 

 その下の中核機関については、定期的な

会議を開催して、課題分析ということにつ

きましては、今年度は中核機関の中で、う

ちと権利擁護センターあだちについては、

毎月、課題分析をこれからやっていくこと

について、話合いをしておりますので、実

施ということでやらせていただいていま

す。 

 要綱の見直しにつきましては、現実的な

動きとしては、助成制度に関して、やはり

今の要綱だと対象にならないものが出てき

ているのではないかということで、現在、

その部分に対する要綱の見直しを図ってい

るところでございます。 

 その下の事務局。会議のときに関係者と

の事前打合せですとか、記録様式の作成と

か、あとはホームページの掲載内容の見直

し。これについても、御説明のとおりやら

せていただいていますので、実施中という

位置づけでございます。 

 ページは変わりまして、１４ページにつ

きましては、区長申立ということで、困難

事例検討会において支援方針の検討を強化

ということにつきましては、今年度から、

八杖先生のお力を借りて、事例検討会でい

ろいろな意見をいただいております。その

中でやはり、先生のほうからも支援方針に

ついて、いろいろアドバイスをいただいて

いますので、支援方針も大分細かくなって

きたというふうには感じているのですが、

まだまだでしょうか、八杖先生。そういう

ことですので、やっておりますということ

です。 

 あと、事例の振り返りにつきましても、

これは連絡会等で随時、前回に出されたこ

れについてということで、課題があったよ

うなものについては、実際に事例をもう一

度お配りして、再検討していただいたりと

いうこともやってきておりますので、た

だ、それに対して結果が出ているかという

ところまではまだ行っていないので、一

応、白丸という形にさせていただいていま

す。 

 最後の区の組織の職員向け研修につきま

しては、先ほど、権利擁護センターのほう

からの予定の御案内があったと思いますけ

れども、今年度についても引き続きやって

いきますということで、黒丸という位置づ

けになっております。 

 今後、これの進め方なのですけれども、

次の議題で登場するアンケートの結果等を

踏まえて、やはりいろいろな意見を聞きな

がら、内部で検討して、優先順位をつけ

て、これまた少しでも黒丸が増えるように
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やっていきたいと思っています。ただ、こ

れが全部黒丸になるだけでいいかという

と、そういうことじゃないと思っていまし

て、数だけやりました、やりましたとこな

すだけでは、ちょっと意味がないと考えて

いますので、状況を見て、本当に必要なこ

とについては、繰り返しそこを重点的にや

ったりとか、そういうめり張りをつけて実

効性のあるものとして進めていければいい

のかなと考えています。 

 ２番の課題と目標については、以上で

す。 

○八杖会長 ありがとうございました。こ

ちらも、かなり頑張っていらっしゃるとい

う感想を持ちました。 

 それでは、ここからまた御質問や御意見

を頂戴するということにしたいと思います

が、まず個別の課題というよりかは、この

課題と目標の在り方とか、そういったこと

についての御質問とか御意見を、先に頂戴

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 それではまず、私からですけど、この課

題と目標自体は、ここに少なくとも御参加

をいただいている各担当の方、皆さんと共

有されているということでよろしいですよ

ね。 

○笠尾権利擁護推進係長 はい。 

○八杖会長 ですから、これに従って、み

んなでやっていこうというコンセンサスが

取れているというところは、よろしいでし

ょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 はい。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 それから冒頭、なかなか正式な利用促進

計画というのは、やはり難しいというお話

がありました。実は、成年後見利用促進計

画ができていない自治体というのは、都内

ではもうほぼ足立区だけということになっ

ておりまして、そういった計画の築定、次

期の福祉保健計画を目指して、ちょっと頑

張っていただくしかないのかなとは思って

おるのですが、これがやはり課題２の「議

題や目標」に記載をしているように実際に

ここまできちんとしたものができているの

であれば、これをしっかり前に進めていけ

るようなコンセンサスを庁内で取っていた

だくことは必要かなと思っています。例え

ばですけれど、これはいつまでに目標を達

成する予定なのか、どんな感じで進めてい

くのかというのが、ここには何も記載がな

いと思うのですね。そこはあえて記載して

ないのかもしれないですけれど、やはり、

私が心配しているのは、担当の方がどんど

ん人事異動で代わっていってしまうという

問題が、行政も、中核機関もあります。包

括もそうだと思います。異動により担当者

が変わっても、やはり共通の認識を持った

ものが引継がれ、しっかり共有される工夫

が必要だと考えているのですね。そういっ

た意味で、いつまでとかっていう時期的な

起債をすることは、結構細かい話ではあり

ますけれど、重要なのではないかなと。 

 また、優先順位ですが、これはいろいろ

変わってくると思うので、そのたびごとに

つけていくとか、変えていくとかっていう

ような作業を、どうやってちゃんとモニタ

リングしていくのかなというところ。これ

は、行政の計画の評価と、ちょっと絡んで

くると思うのですけれど、そういったとこ

ろも内部計画であるにせよ、もう少しバー

ジョンアップできないのかなというのが感

想として、私はちょっと思ったところであ

ります。 

 その２点について、何か今日お話が頂け

ることがあればしていただいて、今日は難

しいということであれば、今後課長とも御
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検討いただいてと思いますけれど、いかが

でしょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長ですけれども、全体的な計画ということ

については、やはり保健福祉計画と一緒に

なっている以上は、単独でどうということ

は、現状ではちょっと難しいと考えていま

す。 

 課題と目標に自体に対する、もう少し細

かな部分ということもお話がありましたけ

れども、要は、私が５月に来て、みんなと

一緒に、ようやくここまでたどり着いたと

いうのが正直なところなので、実際に、そ

れをまだ半年ぐらいやってみて、こういう

感じになったという報告を今日はさせてい

ただきましたけれども、具体的な、じゃあ

指標で何がどう変わったのというところま

では、まだちょっと行っていないというの

が現状です。取りあえず、試運転でここま

でやってきたというような捉え方をしてい

ますので、それを踏まえて、やはりこれか

らどうしていくのかというのを、確認して

いきたい。 

 それをやっていくに当たっては、やはり

こちらサイドの意見だけじゃなくて、次の

アンケートでもありますけれども、そうい

う支援の輪の中にあるほかの関係者の意見

とかも、やはり聞いてやっていく必要があ

ると思っていますので、この段階で、いき

なりじゃあ、これをいつまでにやろうかと

いうような、一方的にリミットを切ってや

るという考えには、今のところは至ってい

ないというのが実情です。 

 以上です。 

○八杖会長 なかなかおっしゃることもそ

のとおりだなと思うところもあるのですけ

れど、例えば、見直しの期間を、１年ごと

に見直しをしていくとか、何かしらそうい

ったことは可能ですかね。 

○笠尾権利擁護推進係長 それは可能だと

思います。 

○八杖会長 結局、今ここにいらっしゃる

皆さんが頑張って、これをやってくれてい

ると思うのですけれど、もう何年後かに

は、ここにいらっしゃる方は全員異動して

いなくなっていると思いますので、そうす

ると、その時々の担当の方の御意思で、こ

れをやったりやらなかったりというのは、

やはりそれは望ましくないと思うのですよ

ね。だからそういった意味では、例えばこ

の「目標と課題」については半年ごとに見

直すとか、１年ごとの見直すとかって、そ

ういうことだけでも決まっていれば、担当

者が変わったとしてもこれをちゃんと進め

ていくということにはなるのかなと思いま

すし、何かしらそんな工夫を、実際にみん

ながこれを一緒にバイブルにして、進めて

いくということが、実際にできるよう工夫

を、ぜひしていただきたいというのが、私

の意見ということになります。 

 ほかに先生方、まず全体的なところで御

意見をお伺いしておりますが、意見があり

ましたら、お願いできますでしょうか。 

 では、個別の内容も含めてということに

しましょうかね。中に記載されている個別

の内容も含めて、御意見を頂戴したいと思

います。特に、先ほど優先課題として、チ

ーム支援というところがあったかと思いま

すので、その点を中心に、何かあったら御

質問、御意見等を頂戴できますか。 

○矢頭副会長 よろしいですか。 

○八杖会長 矢頭委員、お願いします。 

○矢頭副会長 矢頭です。まず全体的なと

ころで、八杖会長が、かなり厳しいお話を

され、高いものを要求されているというこ

とで、我々としても、事務局の皆さんは大
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変だなとは思っておりますが、ただこれ

が、年を追うごとにいいものになっていく

というものになる、そういった理想を抱え

たものであるということなので、少しでも

努力をされて、ちょっとずつでも前に進め

ればいいかなと思っておりますので、一緒

に頑張っていきたいなと思います。 

 それで私も、このチーム支援のところ

が、一番興味を持ったというところなので

すけれども、この中核機関が、チームの形

成状況や引継ぎ内容を確認するという、こ

れを計画するということなのですが、これ

は実際にどうやるのだろうなというふう

に。つまり、各本人と後見人との関係、こ

ういったものを全てまず把握をするところ

から始まるのかなとは思うのですが、その

糸口とか、どういった形でやろうとされて

いるか。大きなイメージとして何かお考え

があれば、今の段階であれば、教えていた

だければなと思うのですけれど、いかがで

しょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長です。チーム支援については、もちろん

重要なポイントだと考えています。ただ現

実的に、足立区内で、では、後見制度を使

っている方が、どれぐらいいらっしゃるの

というと相当な数になりますし、その中

で、私たちが状況を把握できているという

のは、ほぼほぼ、区長申立のケースだけな

のですよね。年間だと、大体２００件ぐら

いずつ新規が上がってきていますね、足立

区は、裁判所の発表によると。その中で、

足立区の区長申立って、６０件程度しかな

いのですね。だから割合でいくと、やはり

情報は知らない部分がほとんどだというこ

とと、あとは、６０件にしても、年を積み

重ねれば、数がどんどん増えていってしま

いますので、その１件１件の詳細を全て把

握していくというのは、かなり難しいのか

なということを考えています。 

 そこで、イメージとして考えているの

は、枠組みの整備というようなところで

す。少なくとも、区長申立の部分について

は、必ず引継ぎというものがございます。

厳密には、その前に顔合わせのところから

あると思いますので、その部分から関係性

が生まれてくるという理解をしておりま

す。ですから、そこのところで、そこに参

加しているチームメンバーの認識を１つに

していただくという仕組みをつくる必要が

あるのかなと考えています。 

 それと、あと必要な仕組みとして考えて

いるのは、何かあったとき、問題が起った

ときに、どのような解決をするロジックが

あるのかというのを、そのロジックを知っ

ていただく。このことをやること。あと

は、もう一つ考えられることがあるとする

と、そういうところに問題が起ったところ

の情報のデータを、中核機関として集約し

て把握できる。場合によっては、次回の後

継人の候補者選定のときに、そういう情報

が活用できる、そういうような今、申し上

げた３点の仕組みを、ざっくりと頭の中で

考えています。ですから、それを具体化す

るための方策を、これから皆さんで、中の

中核機関及び関係所管で、今やっている方

法では不足があるのか。こういう方法を取

ったらいいのではないかということを、こ

れから検討していきたいと考えています。 

 以上です。 

○矢頭副会長 確かにおっしゃるとおり、

まず、区長申立であり、そして候補者の推

薦を受けて申立てをしたという案件は、区

の立場としては、そこをまず最優先してい

くというのは当然だなと思いますし、また

そこが１つの取っかかりとして、リーディ
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ングケース、これから進めていくこういっ

た取組の講師として、これからブラッシュ

アップしていく、１つのものをこれからつ

くっていく、試しにやってみるというとこ

ろではいいかなとは思います。 

 問題は、だからあとは個人情報の問題と

かってありますけれども、介護保険の関係

でも当事者に同意書をもらって共有してい

くと、きちんと利用目的を定めるというよ

うなやり方で進めていっていると思います

ので、そういったやり方でまず進めて見

て、少しずつ広げていくというところは、

ありなのかなとは思っています。 

 あとは、バックアップ体制の明確化とい

うところを、どうつなげていけるかという

ところだと思うので、まずはちょっとやっ

てみるというところを、進めていったらい

いかなと思いました。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。今の

点に関連して、ほかの自治体でも、やはり

同じようにやっているのですけれど、首長

申立以外に、あとは親族申立を支援したケ

ースについても、チームの形成を支援して

いこうという、１つの類型としてやってい

るところがありますね。あとは、包括が関

わったケース。今回もいろいろ、相談がい

ろんなところから来ているという報告があ

ったと思いますけど、親族後見人さんがＳ

ＯＳを出して、包括に相談してきたりと

か、そういったケースなんかで包括が関わ

ることがありますので、そういったとき

に、チーム形成支援というのをやっていま

す。首長申立ケース、申立支援ケース、包

括関与ケースの３類型ぐらいでチーム形成

を支援しているようです。 

 あとは、用語の問題ですが、形成のとこ

ろは、第２期計画では「チーム形成支援」

という用語を使っていて、一方で恐らくバ

ックアップ体制のところが、「チーム自立

支援」という用語を使っていますので、そ

ういった用語もちょっと散りばめていただ

くと、なおよいのではないかなと、ちょっ

と思いました。 

 ほか、いかがでしょうか。お願いしま

す。 

○山本権利擁護センターあだち課長 今の

ことについて、権利擁護センターの山本で

す。区長申立のケースについては、今、係

長がおっしゃったみたいな形で、ある程

度、チーム形成支援とか、引継ぎの立会い

も含めた内容の確認をしているというとこ

ろなのですが、日々、我々が相談窓口とし

て成年後見の相談を受ける中で、御本人の

申立てだったり、親族の申立ての支援とい

うのは実際にやっているところで、具体的

に体系化されているわけではないのですけ

れども、例えば、全く何のサービスにもつ

ながっていなくて、支援者がほぼ不在な状

況から、成年後見制度の利用だけを、ぽん

と相談にいらっしゃる方も結構多くいらっ

しゃって、そういったときには、大体その

地域の包括の方にも御協力いただきなが

ら、サービスの必要な部分についての検討

も併せて進めて、ある程度チームをつくり

上げていくのと同時に、申立ての支援もし

ていくという、同時並行で進めているケー

スも現実的には対応としてはありますの

で、その辺は、もうちょっとそういった対

応もしているのだということは、少し見え

るように、今後はしていきたいとは思って

います。 

○八杖会長 何かケースの書式とかに「チ

ームの形成状況」欄を作るなど書式を、工

夫をするだけでも、みんな意識をします

し、実際にやっていこうということになり
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やすいと思うので、書式やフォーマットの

工夫や統一は、意外と効果があるかもしれ

ませんね、今の話を聞いていると。 

○花本基幹地域包括支援センター包括支援

課長 よろしいですか。地域包括センター

の花本です。御意見ありがとうございま

す。今、チーム形成支援のお話がありまし

たけれども、先ほどからお話があるよう

に、区長申立の場合には、顔合わせと、引

継ぎ会議と２回、後見人さんと接する場面

があって、引継ぎ会議のときには、介護チ

ームも含めて場を設けることができるかな

と思っています。包括のほうにもいろいろ

とチーム支援が必要ということを、少しず

つお話をしているところで、また今度、権

利擁護センターと一緒に、包括向けに行う

研修でも、ちょっとそこのあたりを意識で

きるような仕立てをつくっていこうかなと

思っています。 

 先ほどおっしゃったように、例えば、引

継ぎ会議の次第の一定のフォーマットを作

るとか、そういったことでも役割分担と

か、今後の考えられるリスクとか、何か起

きたときには、どこでどうするかというこ

とを、標準的に会議で共有できるようなも

のを用意しようかなと考えております。 

 包括は、やはり親族申立とか、御本人の

申立支援にも関わっていきますので、区長

申立でそういったことを経験することで、

それを本人申立や、親族申立でも同じよう

なツールを使ってやっていくことができる

かなと思っておりますので、少しその辺

は、包括支援センターに、やり方として意

識づけをしていただくと、広がっていくの

ではないかなと思っております。 

○八杖会長 ありがとうございます。包括

と、あとはケアマネさんでしょうか。 

○花本基幹地域包括支援センター包括支援

課長 そうですね。 

○八杖会長 ケアマネさんが、多分支援チ

ームの中心になることが多いと思うのです

けれど、あまり自分がチームの中心になっ

てという意識が、特に後見人さんがいらっ

しゃると薄くなるというか、うまくいかな

いというケースが出てきているように思い

ます。 

 ほかの自治体とかで、チームの在り方を

ちょっと見ていますと、次に問題になるの

は、チームを誰が運営していくのか。誰が

メンバーを集めて、どうするのかというと

ころで協力してくれないとか、あっちがや

るべきだとか、そんなことが、次に問題に

なってきているので、チームというのはそ

もそも何なのかという普及啓発がとても大

切で、そこで後見人の役割というのはこう

いうものだよとか、ケアマネさんの役割と

いうのはこういうものだよということを、

皆さんが共有できるようなことをしていた

だけるといいのかなと思います。１つは研

修的なものですし、１つは、先ほど言った

書式やフォーマットのようなツール作りみ

たいなことで可能になるのではないかなと

思うのですが、大輪さん、いかがですか。 

○大輪委員 ありがとうございます。やは

りチームメンバーの中に本人がいるという

ことが、今、利用促進法の中で一番のテー

マになっているところですね。ツールを作

るときには、本人の意向確認を誰がどのよ

うに行ったかということを入れること。チ

ームで計画を立てたりするときには、本人

がそこにちゃんといること。そこにいられ

なければ、誰がどうやって本人の意向を、

確認するかというようなことが、きちんと

入っているツールというのが、すごく重要

になってくるかなと思います。ましてや、

意思決定支援ということを考えたときに、
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そのチームの中に、きちんと本人が中心に

存在しているということを意識していただ

くということが大事なことかなと思ってお

ります。ぜひ取り入れていただければと思

います。 

○花本基幹地域包括支援センター包括支援

課長 続いてよろしいですか。 

○八杖会長 はい、どうぞ。 

○花本基幹地域包括支援センター包括支援

課長 基幹包括の花本です。ありがとうご

ざいます。基幹包括のほうでは、今、ケア

マネジャーさんの団体の事務局をしており

ます。区で行う研修の企画やケアマネさん

独自の研修の企画のお手伝いもしているの

ですけれども、最近は意思決定支援やＡＣ

Ｐに対する関心は、ケアマネさんのほうで

も増えてきているのですけれども、まだ後

見人とのチーム支援という認識までは、な

かなかケアマネさんのほうには至っていな

くて、どちらかというと権利擁護センター

が行う研修も、「成年後見制度とは」とい

う入門編な研修が多いかなと思っています

ので、今の御意見も踏まえて、今後、チー

ム支援とか、後見人さんがついた後、ケア

マネさんがどういうふうに後見人さんたち

とお付き合いをしていくかとか、そういっ

たところの研修とかができるといいなと思

っております。 

 併せて、やはり成年後見連絡会に、ケア

マネさんって出てくることもあるので、そ

ういったところでは、後見人さんとコミュ

ニケーションが取れるような場が、あると

いいのかなと思っていますので、ちょっと

そこは権利擁護センターのほうでも、検討

いただけるといいのかなと。 

○山本権利擁護センターあだち課長 次あ

たりは、Ｚｏｏｍで意見交換ができる形を

取りたいかと思っています。ずっとコロナ

で対面ではできない中で、ずっとコロナ禍

になってから講義形式の形での連絡会の開

催だったので、そこはぜひ、やはり意見交

換ができる場としては、そういう場は、数

少ない１つになっていると思うので、でき

るだけやっていきたいと思っています。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

○大輪委員 追加でもう一つだけよろしい

でしょうか。 

○八杖会長 どうぞ。 

○大輪委員 やはり現場にいるケアマネジ

ャーさんや、ヘルパーさんからお話を聞い

ていると、本人が表出した意見を、本人の

意見と捉えがちですけど、そうではないこ

ともあるのですね。実際にチームで支援す

るからこそ、本人の思っている本当の意向

や推定意思が確認できるということを、現

場で何度も経験しています。そういったこ

ともぜひ研修の中に取り入れていただい

て、もう一度チーム支援ということを考え

ていただくことが必要だと思います。よろ

しくお願いします。 

○小川虐待防止・権利擁護担当係長 障が

い福祉課の小川です。高齢者の支援のとこ

ろでは、本当にチームというのが地域でで

きているなというのはあるのですけれど

も、１２ページのところにも、チームが形

成されていない場合がある、特に知的障が

い者という記載があるのですけれども、高

齢者の支援と、やはり障がい者の支援と、

若干行政の関わり方が違う部分があって、

例えば、区長申立のケースでも、先ほど申

し上げましたけれども、地方の施設で要望

されて後見人の申立をするというパターン

が、やはり今現状でいうとほとんどなわけ

で。そうすると、顔合わせにも行きません

し、ほとんど申立しっ放しみたいな感じ

が、現実的には起こっているのです。当
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然、秋田の施設であれば、秋田の地域の後

見人さん、社会福祉士さんであったり、弁

護士さんであったり、司法書士さんが。で

すから、そこでのいろんなやり取りはあり

ますけれども、やはりそれはチームという

よりは、１か月に１回会いにいけているか

どうかみたいなレベルだろうと思うので

す。 

 それで、地域はじゃあどうなんだという

ことなのですけれども、これは恐らく今年

度の最後、後半の報告の中に入ってくると

思うのですけど、１０月の終わりにぱあと

なあ東京の山本先生が講師で、それから、

権利擁護と私、障がい福祉課も参加した、

手をつなぐ親の会の親御さん向けの成年後

見の研修会があったのですけれども、やは

り意識が全然違うのですね。いろんな説明

をした中で一番衝撃的だったのが、お母さ

んたちが、後見の候補者を私たちが選べな

いのかと。要は、今、区長申立の仕組みの

中で、ぱあとなあ東京等にお願いするとき

というのは、「こういう情報の人ですよ」

みたいなことを一旦、メールで個人情報を

伏せてやって、その後で電話がかかってき

て、実はこんな人で、あんな人でという感

じで。分かりました。 

 では、その条件の方、手を挙げてもらう

方を探しますみたいな感じですけども、親

御さんの考えはそうじゃなくて、親が選び

たい、後見人さんを。私の思いのままにな

るような後見人さんを選びたい的な感じ

が、今の親御さんたちの、やはり意識なの

ですね。それで、その地域の中でチームが

できていないというところも踏まえて考え

たときに、やはり成年後見制度、今年３月

のいわゆる権利擁護支援ということをメイ

ンに考えながら、意思決定支援ですよとい

う、やはりそこから介入していかないと、

まだまだ地域での意識というのは、なかな

か出てきていないというのが現状です。 

 ここには、報告としてはやっていないの

ですけれども、権利擁護支援という切り口

で、皆さんはどういうふうに考えますかみ

たいなことを、実はちょっとやり始めてい

るのですね。民間の通所施設のところに

我々が行って、グループワークをやったり

とか、そういうことを実は何か所かでやり

たいと思っていて、それが現実的にクラス

ターが起ったりして、できていないという

のがあるのですけれども。そこからやはり

やっていかないと、なかなか知的障がいで

の部門でのチーム支援というところには、

至っていないなというところがあります。

ですから、チームが形成されていない以前

のところでのいろいろなところがあるの

で、この全体的な仕組みの中に乗っけてい

くためにも、水面下でまたがっと走らなく

ちゃいけないというのが、知的障がいのと

ころの現実かなと思っています。 

 じゃ、ニーズはないのかと。成年後見の

ニーズはないのかというと、あるのですよ

ね。やはりいっぱい危なっかしいのがある

し、親御さんにも理解していただきなが

ら、親御さんが元気なうちに、託せる後見

人さんを、いろいろみんなで、チームの中

に入ってもらってやりましょうよという動

きに、していかなくちゃいけないと思うの

ですが、そこにまだ至っていない。だから

そこの努力というのが、この全体的な目標

の中で、知的障がいの部門では、やらなく

てはいけないと考えています。それを、

我々だけで、我々というのは、結局、私の

ところというのは３人しか職員がいないの

で、それだけでできるわけはなく。だから

それを研修の中にも、小規模講座の中にも

入れていますけれども、障がい福祉センタ
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ーのあしすとの職員さんと共有して、区と

して一緒にやっていこう。それから、各援

護係の職員さんと一緒にやっていこうとし

ていかないと、まだまだ無理だなと思って

いるところです。そこもまだ、あしすとの

職員さんにも、援護係の職員さんにも、そ

こにもまだ浸透できていないので、それを

やらなくちゃいけないなというのが、現実

的なところとしてあります。 

 すみません、以上です。 

○八杖会長 大変参考になるというか、必

要なお話をありがとうございます。マンパ

ワーの問題があるから、なかなかそれを実

際に進めていくということになると、どう

やっていこうかなというのは、検討が必要

ですね。 

 ただいろんな自治体が、いろんな工夫を

して進めていると思いますから、そういっ

た他の自治体の皆さんと情報を共有してい

ただくと、道が見つかってくるのではない

かなと思いますので、私どもも情報提供で

きることはしてまいりたいと思いますの

で、ぜひ、頑張っていただきたいと思いま

す。ありがとうございます。 

 では、時間の関係もございますので、次

の議題も、今の課題と目標の内容に関連す

ると思いますので、アンケートの実施結果

について御報告いただき、それでまた意見

交換したいと思います。では、笠尾さん、

またよろしくお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の笠尾です。本当は、アンケートについ

てもたくさんお話ししたいことがあったの

ですけれども、お時間があまりなくなって

しまいましたので、まとめ的なものだけ

を、ちょっと発表させていただきます。 

 そもそもこのアンケートについては、私

は、以前は介護関係の部署にずっと長くい

たものなので、そちら側から成年後見制度

を見たときに、５月からこちらに来たとき

に、私自身としては両側から見たときに、

随分ちょっと思いがずれているなというの

を、私自身として、非常に感じていたとこ

ろです。それが、果たして私だけなのか、

本当に実際にそうなのかということを明ら

かにするために、今回はアンケートという

形で、現場の支援している職員の意見を聞

いてみたというのが、このアンケートの目

的になります。 

 アンケートを取ったところ、思いのほか

たくさんの意見が出されました。みんな御

要望的な、批判的な意見も多く出されまし

た。アンケートが、そんなにいっぱい出て

くると、これは成年後見制度は大丈夫なの

かなということが心配になりますので、何

人か業界の団体のトップの方に、ちょっと

ヒアリングをさせていただいたところ、確

かにそういうこともあるよねというような

お話だったのですけれども、ただ数は多く

ないですという御意見をいただいていま

す。 

 そういうことがありましたので、いろん

な御意見が出ているのは、必ずしも全体じ

ゃなくて、一部のうまくいかなかったとこ

ろから、これを改善してほしいという強い

思いから、そこのことをいっぱい、書かれ

たのではないのかなというのが、全体とし

ての私の印象となっています。 

 アンケートの結果については、資料１５

ページです。まず、ケアマネジャーさんの

アンケート。これは、厳密にいうと、私ど

もでまとめたアンケートではなくて、毎年

やっているケアマネジャーさん向けの成年

後見制度の研修で、今回担当した弁護士の

先生が取るというお話を聞いたので、それ

に何問か質問をうちのほうで追加して取っ
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たものになります。まとめをざっくりと申

し上げます。具体的な数値については、後

でごゆっくり御覧になっていただければと

思います。 

 まとめ的なものとしては、ケアマネジャ

ーさんたちは、実際にチーム支援に参加し

ている方が、半分ぐらいしかいらっしゃら

なかったという結果でした。あとは、成年

後見の申立てに関与したことのあるケアマ

ネジャーさんは、３８％しかいらっしゃい

ませんでした。 

 そういう状況の中で、やられている方は

やっているけれども、半分ぐらいは経験し

ていませんよという状況ですので、まず、

制度のことも分からないですし、チーム支

援ということも分かっていらっしゃらない

方とか、自分がそのチームの中でどういう

役割を果たすべきかということが、まだ認

識できていないというようなことが、アン

ケートの結果から読み取れました。 

 それを踏まえて、やはり今後そういうこ

とを解消するために、双方向のコミュニケ

ーションを図っていって、誤解を少しでも

解いていく。あとは、知識も学んでもらう

ということが、ケアマネジャーさんに対し

ては必要なんじゃないかなというのが、今

回のアンケートの結果です。 

 次に地域包括さんのアンケート、これは

ページが１７ページです。地域包括さんの

ほうは、非常にたくさんの意見が寄せられ

ました。ただ、地域包括さんというのは、

そもそも成年後見の申立てのときには、利

用者の支援を行っているのですけれども、

後見人が選任されて一旦引き継いだあと

は、基本的には、支援に介入していない部

署になります。介入することがあるとする

と、それは何かそこに問題が生じたときに

再介入という形で介入する部署になってい

ますから、そういう意味では、地域包括さ

んがいろいろ感じて、意見をしていただい

たというのは、処遇が困難だったケース

に、ほぼ限定されると思うのです。ですか

ら、そういう偏った意見で、強い意見が出

されたという認識をしています。 

 そうは言っても、じゃあそういう処遇困

難なケースはどれぐらいあるのかというよ

うなことでは、一番初めの数字を見ていた

だくと分かるのですけれども、直近の１年

間で、そういう会議に参加したよというと

ころは半分しかなくて、全体を平均すると

月１回もありませんというような状況でし

たので、その数字からは、そういう処遇困

難ケースが、すごくたくさん発生している

ということではないのだなということが読

み取れます。 

 いろいろ困っていることを、御要望とか

たくさん出されました。まとめ的なことを

言わせていただきますと、包括のほうとし

ては、後見人さんとチーム支援の一員とし

て、もっと連携を深めたいというふうに思

っているということが、アンケートの結果

から読み取れました。こういう意見は、推

進事業をつかさどっている私たちにとって

みれば、非常に心強いなと、私個人として

は感じました。 

 今後については、こちらのほうもそうい

う意見が実現できるように、ネットワーク

協議会とかで、やっぱり包括さんに臨時じ

ゃなくて常に入っていただくようなことも

考えなきゃ駄目なのかなというようなこと

を感じました。あとは、やはり包括さんは

非常に制度のことについてよく御存じなの

で、制度自体の問題、費用とか時間的なも

のとか、あとは権限の内容がというような

こと、すぐに解決が困難と思われるような

ことも、包括さんのほうから、非常にたく
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さん意見をいただきました。今すぐにそれ

を全部解決するということは難しいのです

けれども、そういう声を生かして、そうい

う中でどういうふうにうまく運営できてい

ったらいいのかということを、考えていき

たいなと思っています。 

 次、特養ですけれども、資料１９ページ

です。区内２７か所に特養が、足立区の場

合はあるのですけれども、こちらのほうに

アンケートをお願いしたところ、２３施設

から回答を得て、施設によってまちまちで

すけれども、非常にたくさんの、１施設で

たくさんの回答を寄せていただいたところ

もございました。 

 施設のほうは、あんまりそれほど意見と

しては上がっていないのですけれども、た

だ、数的なことを申し上げますと、平均す

ると１施設当たり８人ぐらい、後見人を使

っていらっしゃる方がいらっしゃると思わ

れるのですね。そういう状況ですので、特

養さんのほうからは、後見人さんによっ

て、やっていただけていることが違うので

はないかというような御指摘がございまし

た。 

 それとあとは、やはり定番というような

要望なのですけれども、もう少し利用者の

状況を把握して、面会とかにも来てほしい

というような意見が目立ちました。制度上

は、確かに日常生活費の部分とかそういう

ものは、後見制度の後見の業務の中に含ま

れないのですけれども、先ほどから大輪委

員がおっしゃっていただけているとおり

に、何をするにしても、やはり意思決定支

援というものが必要になりますので、身上

保護にしても、金銭管理を行うにしても、

やはり意思決定支援という部分は、欠くこ

とはできないということになりますので、

後見人も支援チームの一員として、利用者

の状況把握を、もし現状が不十分だという

ことであるのだったら、今後はそれを改善

していただく必要があるのかなということ

を感じています。 

 あと、施設のほうから共通して多く出さ

れている意見が、医療同意に関する意見で

した。施設では、利用者を１日２４時間世

話していただいていますので、やはり怪我

とか急変とかで、救急対応を強いられるこ

とが日常茶飯事というような部分がありま

して、そういうときに、後見人がついてい

らっしゃる利用者について、どのように対

応すべきということが、なかなか難しいと

いうような意見で、それに対して先ほど言

ったとおり、後見人ごとに微妙に対応が違

ったりとか、あるいは病院によっても、求

められるものが違うということがございま

すので、そういう中で、施設が非常に混乱

しているという様子が、アンケートから読

み取れました。これについては、いろいろ

ガイドラインは出されていますけれども、

実際の現場とは、やはり異なるようなこと

もありますので、実はこの後、ちょっとモ

デル事例を用意してございますので、その

中で、ちょっと御議論いただければなと考

えています。 

 アンケート結果については、以上になり

ます。 

○八杖会長 ありがとうございます。モデ

ル事例も一緒に御説明いただいたほうが。 

○笠尾権利擁護推進係長 いいですか。は

い。 

 では、モデル事例を先にお願いします。

モデル事例は、資料２１ページになってお

ります。これは、今申し上げた様々なガイ

ドラインの中に、「身寄りがない人の入院

及び医療に係る意思決定が困難な人への支

援に関するガイドライン」というものに掲
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載されていたモデル事例です。一番下に出

どころが書いてございますけど、この研究

者の方によって発表されたガイドラインに

なっています。 

 これは、成年後見人による医療に関する

意思決定支援の事例ということで、入院中

に成年後見人やケアマネジャーの関わりが

必要となった事例ということで、紹介され

ていました。施設の事例ではないので、直

接該当するという形ではないのですけれど

も、同様の類似事例ということで御紹介さ

せていただきますので、ちょっと御意見を

いただければと思います。 

 事例の内容を説明いたします。男性７０

歳、病状は脳梗塞。要介護２の方で、３年

前よりサービス付き高齢者住宅に入居。入

居前から成年後見人あり。きょうだいなど

の親族の居所や連絡先が不明で、施設との

契約や、ケアプランは成年後見人の支援を

受けている。明け方に自室にて倒れている

のに訪問介護員が気づき、救急要請。病院

に搬送され保存的治療を受けたが、重度の

意識障害が遷延している。 

 この場合に課題となりがちなこととし

て、４つ挙げられています。医療行為に関

する意思決定の方法。治療後の転帰先や施

設への再入所等の調整。入院中の日用品管

理方法。死亡時の対応。 

 この事例の見立て・支援の方法として

は、成年後見人は医療同意が困難であるこ

とを、Ａ病院の医療チーム内で共有しても

らう。その上で、成年後見人より、御本人

に関わりのあるケアマネジャーや訪問介護

員などへ、意思決定支援に関与してもらう

ように依頼。 

 ②番が、治療後の転帰についても、①と

同様にＡ病院の医療チームと協議してい

く。 

 ③番目。金銭管理を行っている成年後見

人と、Ａ病院事務職員が協議し、病衣のリ

ース、タオルを使用しても支払いが可能な

額であること。紙おむつの月使用料が、考

え得る最大量であったとしても、支払い可

能であることを確認の上、使用することに

なった。 

 ④番。Ａ病院が、入院時に急変時の連絡

先は成年後見人であることを確認。死亡後

の葬儀社連絡や、死亡届について、成年後

見人があらかじめＡさんと話合いをして確

認をしていた。 

 事例のポイントとしては、医療に関する

意思決定には、入院前のかかりつけ医や医

療・介護関係者の情報、成年後見人を含め

た関係者が最善の選択を目指して、意思決

定支援をすることが必要となる。医療機関

側は、親類・血縁者がいない場合でも、患

者の生活の歴史も含めて、最善の選択がで

きる話合いの場をつくっていくことが必要

である。医療機関においては、身寄りのな

い方へ必要な医療が提供できるよう、あら

かじめマニュアルの作成や医療機関内で協

議できる場が必要となる。 

 こういうモデル事例なので、ガイドライ

ンに沿ったモデル事例なので、ガイドライ

ン上は、これが正解の対応だろうというこ

とになろうかと思うのですが、実態はどう

なのかというところも含めまして、あるい

は、これよりもっといい方法があるのかど

うかということも含めまして、御意見をい

ただければと思います。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。３種

類のアンケートと、あとはそれに関連し

て、ガイドラインから医療同意のところの

事例について、御説明をいただきました。

これについて、大変興味深い内容だったと
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思いますけれど、委員の先生方から、御質

問や御意見があったらお願いしたいと思い

ますけど、いかがでしょうか。 

 アンケートのところは、結構、皆さんか

らすると、なかなかショッキングな内容に

感じられたかもしれませんが、我々は、い

つもこういったものをたくさん見ておりま

すので、大体こういった結果になるという

ふうな理解をしております。その中で、今

も、皆さんは後見人に対する文句という

か、苦情が多いとことだと思うのですけれ

ども、特に専門職に対しての。今、国のほ

うでも、苦情対応をどうしていったらいい

のかというのを、ワーキング等で検討をし

て、どこかの段階で取りまとめをされると

思いますので、それはそれで様子を見ると

して、幾つかの類型に分けて考えることが

出来ると思います。 

 １つは誤解。要は、制度をよく知らない

とか、そういった誤解に基づいて言われて

いる苦情みたいなのがあります。それはや

はり、きちんと研修とか、様々なことで誤

解を解いていただくといったことが必要な

のだろうと思います。 

 それから２つ目として、後見人側が全然

駄目と、そういったケースも残念ながら、

やはりあるということだと思います。そう

した場合には、どこに苦情を言っていった

らいいのかということ。今までですと、自

治体や推進機関のほうから、家裁のほうに

御相談というようなことはあったかと思い

ますけれど、今は家裁のほかにも、各専門

職団体でも、自分たちが推薦した後見人に

ついては、そういった苦情について検討し

ていこうという取組も、少しずつ進んでい

ると思います。どういった相談ルートがあ

って、どう対応していったらいいのかとい

うことを確認して、情報提供するというこ

とが必要なのだろうと思います。 

 ３つ目としましては、包括とか推進機

関、自治体に問題のあるケースというの

も、あると認識しています。例えば、引継

ぎが十分じゃないというのが一番典型的な

内容で、先ほど、包括の役割は、選任した

らもう外れる部署だという御説明がありま

したけれど、やはりそれだとまずくて、き

ちんと引継ぎをしていただいて、しばらく

並走というような期間も必要なんじゃない

かなと思います。この引継ぎが不十分と

か、あとは、後見制度に関する考えの不一

致というのが、自治体とか専門職にあっ

て、例えばなんですけど、自治体とか皆さ

んは、家族全体の、みんながよくなること

が、やはり自治体の住民福祉としては重要

だという考え方があるのですけど、特に法

律家後見人としては、その方の後見人とい

うことなので、家族よりもその方を守るみ

たいな考え方があったりして、そこが一致

しないというようなことが結構あったりし

ますね。そういった自治体側の問題と言い

ましたけれども、問題というよりかは、誤

解というか、考えの不一致というか、そう

いったところを調整するということが必要

だと思います。 

 調整の方法としてよく行われているの

は、やはりケース会議を、開いていただい

て、問題だと言われている後見人と同じ職

種の専門職を、アドバイザーで入れていた

だく。そうすると、その専門職の気持ちも

分かりますし、自治体も中立的な見方もで

きますので、一番説得力のある解決に結び

つきやすいというようなことが言われてお

りますので、少し御参考にしていただいた

らと思います。 

 ほかに、皆さんからあったらよろしくお

願いします。矢頭さん、お願いします。 
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○矢頭副会長 今、八杖会長がおっしゃっ

たところで、個々の事例の中で、こういっ

た場面があったときに、どう対応するかと

いったところの仕組みづくりというのも１

つ、中核機関としての仕組みづくりも必要

かなと。これが先ほどの、チームの対策案

の中に出てきている、バックアップ体制の

明確化にもつながってくるのかなと。 

 １つは、そういった受皿に中核機関がな

り、相談機関へ流す。もしくは、専門職団

体へ引き継ぐ。もしくは、一定程度、仲裁

的な整理をする場面を設けるなどのこと

が、考えられるのかなとは思うのですけれ

ども、そういったところをやることによっ

て、よりいいチームになっていく、いい後

見事務を果たせるようになっていくという

ところがいいかなと。全く駄目というので

は、もうどうしようもないですけど、ちょ

っとした勘違いとか、知識不足、それから

コミュニケーション不足、そういったとこ

ろは改善を図っていけるのかなとは思える

ので。本当は、思ったらやり取りすればい

いのになっていうところはあるのですけ

ど、なかなかできないといったところに、

そこに何かクッションで入るというところ

はありかなとは思います。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。ほか

は、先生方いかがでしょうか。 

 そうしましたら、最後でガイドラインの

話がありましたので、この件も含めてとい

うことにしたいと思いますけれど。こうい

う例もあるけれど、実際にはどうなのかと

いうようなお尋ねがありましたけれど、大

輪さん、いかがですかね。実際に医療同意

が求められるような、こういうケースで、

後見人として、こういうやり方でない、も

っと平場的なやり方というか、そういった

ことの御経験などがありましたら御説明い

ただければと思いますけれど、いかがです

か。 

○大輪委員 やはり多くは、事前に確認を

しておくという、後見人を選任したとき

に、あらかじめ本人の意向を確認しておく

かということが大事ですね。まだまだ先の

ことだからとか、後見人の仕事の範疇じゃ

ないからというのではなくチーム支援の一

番大事なこととして、いざというときの対

応をどうするか、医療の同意についてどう

するかということを、本人と確認しておく

ということ。それを例えば本人が書いたも

のとか、エンディングノートとかを根拠に

すると、医師も、そこで判断できるという

ことがあるので、わざわざ医療同意のため

の会議を開かずともできるということは多

くあります。前もって後見人がやる仕事と

か、チームがやる仕事の中に、本人の意向

の確認を入れておくということはとても大

事なことだと思っています。 

○八杖会長 ありがとうございます。この

事例ですと、病院に医療チームがあると書

いてありますけど、矢頭先生、これは常に

医療チームは病院に行くと、できているも

のなのでしょうか。 

○矢頭副会長 どうでしょうか。主治医が

いらっしゃって、そこから指示を受けた看

護師さんがいらっしゃってというところ

で、我々は大体、看護師さんから主治医と

の面談をセッティングされて、主治医から

病状説明を受けて、どうしますかっていっ

たところに、治療に関する同意書を要求さ

れるといったところですかね。 

 ですので、もしかしたらその前提に医療

チームというのがあって、その中の窓口と

してやっていらっしゃるのかもしれないで

すけれども、でも、多くのお医者さんは、
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やはり最近になって成年後見人が医療同意

の権限がないということを御存じの方が、

徐々に増えつつあるかなとは思っていま

す。 

 脳梗塞という事例ですけど、どういう治

療を行うかということについて同意を得る

のかといったところで、もっと侵襲度合い

が厳しいものであると、やはりなかなか難

しくなってくるのですが、そうでないとな

れば、治療によって本人の健康状態が向上

していくというものであれば、必ずしも後

見人は全く背を向けることもないのではな

いのかなとは思いますので。 

 確かに権限として曖昧で、法制度がな

く、後見人としてもどういう対応をしたら

いいかというのは、もうそれぞれ個人の判

断になっちゃっている部分ですので、かな

り難しい論点なのですけど、ただやはり本

人の今後の治療の可能性、よくなる可能性

というものを図っていくということでいえ

ば、後見人の役割は、あるのではないのか

なと、私は思っていますけど。 

○八杖会長 法定後見の場合は、もう能力

が落ちてしまって、御自身で、先ほど、大

輪さんが言われたような意思表明ができな

いケースなんかも多いと思いますので、そ

ういったところに後見人が、ぽんと放り込

まれていくというケースだと思うのです

ね。施設の方々は、後見人さんがやってく

れるものだというふうに誤解されている方

も多いと思うので、先ほど、大輪さんが言

われたのとちょっと似ていますけれど、ま

だ、こういった問題が起きる前に、やはり

医療同意権がないこととか、どうしようか

ということをしっかりお話ししておくこと

ではないかと。それは、多分その段階で

は、病院には入っていないと思いますけれ

ど、少なくとも後見人の立場からすると、

施設側の方も、皆さん支援チームの一員だ

っていう認識を持っていただきたいですよ

ね。後見人だけがお医者さんと話して決め

ることではなくて、支援チームのメンバー

だっていう認識をもって、それで一緒にそ

ういったことが起きた場合には、お話しし

たとおりに病院に行って、御説明して、御

理解いただけるお医者さんと、あるいは医

療チームがあるところとないところと、い

ろいろあると思うのですけれど、こういっ

たチームで決めるということを御説明し

て、場合によったらガイドラインをお医者

さんにお示しして、それで、みんなでどう

するかということを相談、御本人のことを

しっかり考えながらしていくということに

なるのではないかなと思うのですが、どう

でしょうか。 

○大輪委員 そのとおりだと思います。 

○八杖会長 なかなか、でもこのアンケー

ト結果は面白くて、ぜひ病院にもアンケー

トしていただきたいなと思いました。 

 先ほど、病院の相談員向けに研修をした

という御報告もあったかと思いますし、病

院からのつながりで、申立てにつながった

というのも結構あると思うのですが、やは

り医療機関の皆さんが、この成年後見制度

とか、後見人の役割とか、よく御理解をい

ただいていなかったりとか、何かうまくコ

ンセンサスが取れていないことが多いよう

に、日頃から感じていますので、今の事例

なんかも含めて、こういう形で身寄りのな

い方は対応していくということをお伝えい

ただけると、少しずつ、特養の方とかも動

きやすくなってくるのではないかなとちょ

っと思いました。 

 ほかはいかがでしょうか。先生、ざっと

お聞きして、何か、大丈夫ですか。 

○髙木委員 はい。 
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○八杖会長 では、時間の関係もございま

すので、議題の３番までについては、以上

とさせていただきたいと思います。 

 では、引き続きまして、（４）その他と

いうのがございますので、これは事務局の

ほうからお願いできますでしょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

の笠尾です。その他としては、資料の２

２、２３ページに、地域連絡ネットワーク

協議会の次第をつけてございます。今まで

制度審査会で、このネットワーク協議会の

御報告ができていませんでしたので、ここ

で改めて、２回やりましたということの御

報告をさせていただきたいと思います。 

 １回目は、５月３１日にやりまして、こ

ちらのほうでは、改めて私のほうからネッ

トワーク協議会のことですとか、成年後見

のことですとかを御説明させていただい

て、意見交換をさせていただきました。意

見交換につきましては、主にＰＲの方法と

か、困っていることとか、そういうことに

ついて意見交換をさせていただきました。 

 ２回目のほうは、１０月３１日にやらせ

ていただきまして、このときには、今、皆

さんに資料としてお配りさせていただいた

アンケートの結果につきまして、私のほう

から説明するとともに、ケアマネジャーさ

んと、地域包括の方を、お一人ずつお呼び

して、意見交換をさせていただいたところ

です。 

 その中で、大変現場のほうから役立つよ

うな声も聞かれましたし、特にケアマネさ

んからは、アンケートの中身ほど、別に後

見人さんのことが、すごく取っつきにくい

とか、そういうふうには思っていないとい

うような意見が出されたのと、逆に一番初

めの１件目をやるときのハードルは高いで

すけれども、それを越えちゃうと、そこか

ら波及効果がすごいという話が聞けまし

た。１人、後見人がつくことによって、そ

の後見人に、じゃあ何でも聞いちゃおうと

いうことで、その人に聞いて、そこからど

んどん、どんどん自分の力をつけていくと

いうような効果が出ていますというような

御報告がケアマネさんからありましたの

で、矢頭先生のお話によりますと、そうい

うところから、別のネットワークが生まれ

ていますねというようなコメントを、大変

お褒めの声をいただきました。 

 そういうことで、地域連携ネットワーク

協議会につきましては、今後も引き続き、

そういう多職種の意見交換ということを中

心に、できるだけ誤解を解いて、一体化し

てやっていく方向に進めていきたいという

ことで、メンバーの中身等も再検討しなが

らやっていきたいと考えてございます。 

 それと、報告したかったのは、エンディ

ングノートの話が途中にも少し出ましたけ

れども、これを今、作成途中ですけれど

も、残念ながら一から全部うちで作るとい

うものではなくて、広告協賛型で作るもの

なので、うちの持ちページが１２ページぐ

らいありますので、その中で、区の今回の

構想としては、市販で売っているようなも

のを改めて作る必要はないだろうというこ

とで、やはり意思決定支援のベースとして

役立つような、自分自身のナラティブ的な

ものを書いていただいて、それがいつか自

分のために役に立つというようなことを、

やはり記載してほしいなということと共

に、今、生きている上でのこんな支援策が

あるのですよということを、さりげなくＰ

Ｒしていきたい。そこで、物すごく難しい

ものを出してしまうと、それは、そこでペ

ージを閉じられてしまいますので、本当の

簡単な成年後見制度がありますよ、あんし



【 公 開 用 】 

 

- 30 - 

 

ん制度がありますよみたいなところと、包

括もありますよっていうようなことと、生

きる上でのサポートは、こういうのがあり

ますよということを交えながら、自分自身

のことをちょっと書いていただいて、後半

の部分は、もう元からあるものになると思

いますので、通常どおりの財産のことと

か、お墓のこととか、そういうことも当然

必要な人もいると思いますので、そういう

ものを交えて作りたいということで、今、

構想を練っているところでございます。 

 それと最後に、次回の予定ですけれど

も、次回の制度審査会は、来年３月２３日

木曜日の午前１０時から。これの場所は、

区役所の８階を予定しています。来年、次

回は千住じゃなくて、区役所の本庁舎のほ

うになりますので、お間違えがないように

よろしくお願いいたします。 

 その他としての報告事項は以上になりま

す。 

○八杖会長 ありがとうございます。ちょ

っとだけ、すみません、延長していただい

て、ネットワーク協議会のお話があったの

で、矢頭先生のほうで、もし補足という

か、御感想というかいただけるとありがた

いです。 

○矢頭副会長 先ほど、笠尾係長がおっし

ゃったように、それほど何も思っていない

という話もありましたけど、ずらっと専門

職が並んでいるので、ちょっと気を使った

意見かなというふうには、一応、控え目に

思いました。 

 あと、あの会議はやはり成年後見制度の

関連に関わっていただく、いろいろな団体

なので、あまり専門職が前に出ていかない

ほうがいいなと思っています。いろいろな

支えていただけるような職種、団体の方々

が、いろんな意見を言いやすい場にしてい

くのが、一番いいかなと思っている次第で

す。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 それから、エンディングノートのお話も

ございましたが、これは、いつ頃出来上が

ってくるというか、案みたいな感じで。 

○笠尾権利擁護推進係長 一応、計画では

３月中に完成をさせたいということです。 

○八杖会長 完成なのですね。そうすると

審査会のほうでは、それを検討段階で目に

する機会というのは、ちょっとないという

ことですね。 

○笠尾権利擁護推進係長 この時点では、

中身は固まっていることになっているはず

ですけど。 

○八杖会長 ほかの自治体でも、私は老い

支度の支援とか、いろいろ講演とかで関わ

らせてもらっているのですけど、「老いじ

たく」や「終活」がテーマになると物すご

い数の人が、市民の方が御参加されるので

すね。関心が物すごく高いので、エンディ

ングノートは、任意後見とかも関係してく

ると思いますから、もしよろしければ、少

し公証人である高木先生にも御意見を聞い

ていただいて、充実したものを作っていた

だけるといいのかなと思っております。 

○笠尾権利擁護推進係長 はい。 

○八杖会長 では、今日も延長して申し訳

ありませんでしたが、私から、司会を笠尾

さんのほうにお返ししたいと思います。 

○宮本課長 それでは、以上で第２回足立

区成年後見制度審査会を終了させていただ

きます。長時間にわたりありがとうござい

ました。 

 

（ 閉 会 ） 


